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　夕方、京都新光悦村会場内では、灯りのモニュメントや竹灯りに柔
らかな灯がともり、幻想的な景色が浮かび上がりました。その中でフリー
アナウンサーの星野祐美子さん（左写真の左）が、一般公募した手紙
形式の作文や物語を朗読。また、美山中学校２年の大野扶美可さん
（左写真の右）が平成２１年度第３１回「少年の主張」京都府知事賞を
受賞した作文「気付いてほしい幸せ」を発表しました。会場からは、
感銘を受けた聴衆の、時折すすり泣く声も響いてきました。
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▲九州（熊本県）から参加していただいた「ちかけん」プロデュースの竹灯り ▲子どもたち手作りの「竹灯りの道」

▲「灯りのモニュメント」
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▲地元加工グループなどによる特産品販売「南丹食の祭典」
▼「南丹食の祭典コンテスト」の審査風景（京都伝統工芸大学校会場）

南丹ものづくりの祭典


